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「
自
分
の
家
で
暮
ら
し
た
い
」
を

　

村
ಱ
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
ڦ
は
、

ר
校
ई
業
֍
ͤ
֖
の
専
೧
学
校
に
行

き
、
ள
ન
ఐ
の
એ
ഺ
で
ܻ
一
年
੻
き
、

そ
の
֍
、
ά
ά
心
の
開
ࡷ
を
௽
き
こ
ち

ら
に
ೡ
っ
て
き
ま
し
た
。
中
学
の
頃
の

०
૎
に
「
お
ࢦ
は
މ
െ
猿
払
に
ೡ
っ
て

െ
る
か
ら
੽
࣡
会
の
Ϥ
事
を
や
れ
」
と

ը
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
通
り
に
な
り

ま
し
た
。
ど
う
し
て
そ
う
思
っ
た
の
か
、

会
う
Я
会
が
あ
れ
ば
௽
い
て
み
ま
す
。

　

ش
を
と
っ
て
も
Ⓟ
自
分
の
家
で
య
ら

し
た
い
Ⓠ
を
ڛ
え
る
た
め
に
ओ
ഫ
な
▪
ー

▙
に
対
̔
で
き
る
の
が
小
к
೏
ओ
Я
૧

型
ѽ
ॄ
ͤ
֖
ڞ
ࡷ
の
強
み
で
す
。
ൖ
用

者
ഫ
、
そ
の
ご
家
族
に
ά
ά
心
が
で
き

て
౾
当
に
අ
か
っ
た
と
思
っ
て
৊
け
る

こ
と
が
౯
た
ち
に
と
っ
て
何
よ
り
嬉
し

い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ߠ
ʯ
一
੽
੆
力
し
て
行
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
К
い
し
ま
す
。
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ま
す
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猿
払
村
表
彰
式

猿
払
村
表
彰
式

11
月
⓲
日
文
̱
の
日
に
、

猿
払
村
交
流
セ
ン
タ
ー
に

て
、
ඝ
ො
⓲
年
ੇ
猿
払
村
۲

会
ם
Ս
賞
੧
⒒
生
Έ
学
習
ޅ

ඡ
賞
੧
表
ސ
ې
が
行
わ
れ
ま

し
た
。　

　

ഫ
⒥
な
分
野
で
猿
払
村
の

発
ਦ
に
ご
ࠎ
力
⒒
ご
活
೶
さ

れ
、
ʃ
੯
村
長
、
ᒬ
و
ҡ
ʡ

長
よ
り
表
ސ
ߑ
を
ࣷ
৸
さ
れ

た
⓷
ಾ
の
皆
ഫ
を
ご
ޮ
ͤ
い

た
し
ま
す
。(
ԓ
ު
൨
)

ః
ࡆ
1⅄
年
⓳
月
か
ら
ః
ࡆ
ℿ⅄
年

⓲
月
ま
で
1ℽ
年
間
の
長
き
に
わ

た
り
、
ͤ
֖
డ
ՙ
事
業
ԡ
͜
ٚ

定
ʉ
ʯ
と
し
て
、
ま
た
、
ః
ࡆ

ℿ⅃
年
⓳
月
か
ら
ե
ك
に
ڬ
る
ま

で
⓶
年
の
ഋ
ജ
の
長
き
に
わ
た

り
、
۲
会
ҡ
ʡ
ʉ
ʯ
と
し
て
ߠ

ಳ
に
ࡒ
ඡ
さ
れ
る
な
ど
、
村
ࡇ

の
߰
ҩ
と
ঁ
ʠ
௥
ڥ
の
֦
߁
に

ओ
大
の
ם
Ս
を
さ
れ
た
。
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村
の
֠
˭
の
た
め
ओ
έ
の
ӎ
ʯ

を
У
௓
さ
れ
た

੯
Ćéēù

౾ ൰
ðÜĀĜ

ۃ

善
行
賞

़
⅁⅁
ͧ
ܟ
ढ़
ঁ
Ӕ
中
学
校
Կ
道

大
会

ݵ
子
լ
人
　ࢇ

優
ݽ

(
ඝ
ො
⓲
年
６
月
ℿ⅄
日　

ই
内
) ٵ

ĕďáò

֥ ۗ
û û ì

ࡓ

優
良
賞

߁
× Ù ÿ

೮ ୃ
Āĕù

優
良
賞

２
⓯
２
⓰
年
ੇ
全
日
౾
▗
◄
▪

ア
バ
ド
▾
ン
ト
ン
ࢠ
手
Պ
大
会

▗
◄
▪
ア
新
人
の
௚
౮
౮
Ͷ
道

予
ࢠ
会
ܟ
ढ़
ঁ
Ӕ
予
ࢠ
会
ॽ
子

▖
ン
▏
ル
ス　

़
⓰
ʄ

(
ඝ
ො
⓲
年
６
月
ℿ⅃
日　

ই
内
)

̡
Û Þ ÿ

೮ گ
è ö Þ

Ը

生
涯
学
習
奨
励
賞

़
11
ͧ
◇
ー
ロ
▢
▰
׷
ف
△
ア

▭
コ
ン
ク
ー
ルⅷⅼℭⅸⅯⅾⅯⅼ

自
由
Ҷ
コ
ー
ス
小
学
1
⒒
２
年

の
௚　

ઈ
賞

(
ඝ
ො
２
年
⓲
月
⅀ℽ
日　

ਗ਼
Ҍ
)ଉ

× Ē ð

ਲ է
ã Ĥ Þ

ؘࡐ
æ ù ×

੯ ־
Ó æ ă

ഹ

優
秀
賞

़
1⅄
ͧ
今
ࢌ
૿
ࡖ
日
౾
അ
֫
学

童
઼
ې
野
ѳ
大
会　

ݞ
優
ݽ

౮
Ͷ
道
ह
表
ࢠ
手
と
し
て
ݎ
場

(
ඝ
ො
２
年
1ℿ
月
ℿℽ
日　

̠
ٵ
)
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ĸĸ

ꨵ寑は、カーٔزッ
ジを酅鵤ׅことで、
麩ֲؤ؎؟を⢪ֲこ
とがでֹる

ň

変
わ
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

ň

ど
う
し
て
変
わ
る
の
？

倜
し

い畭
劣

現
在
使
っ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
保
守

が
終
了
す
る
た
め

設
備
の
メ
ー
カ
ー
保
守
は
令
和
４
年
３
月
�1

日
で
終
了
し
ま
す
︒

経
年
劣
化
に
よ
り
放
送
設
備
の
故
障

が
増
加
し
て
い
る
た
め

現
在
使
用
し
て
い
る
音
声
告
知
端
末
は
︑
平

成
2�
年
４
月
に
運
用
開
始
し
︑11
年
目
で
す
︒

現
在
の
シ
ス
テ
ム
だ
と
停
電
時
に
情

報
伝
達
が
で
き
な
い
た
め

現
在
は
︑
光
回
線
で
接
続
し
て
い
る
の
で
︑

停
電
に
よ
る
設
備
停
止
な
ど
で
配
信
も
停
止

し
て
し
ま
い
ま
す
︒

乾
電
池
で
最
大
��
時
間
程
度
使
用
で

き
る

自
分
で
乾
電
池
の
交
換
が
可
能
に
な
り
ま

す
︒
乾
電
池
の
交
換
時
期
を
音
声
ア
ラ
ー
ム

で
通
知
す
る
機
能
や
単
１
︑２
︑３
各
サ
イ
ズ

の
乾
電
池
が
使
用
で
き
る
の
で
安
心
で
す
︒

災
害
の
影
響
を
受
け
に
く
い

無
線
通
信
の
た
め
強
風
や
暴
風
雪
の
影
響
を

受
け
に
く
く
︑停
電
時
で
も
使
用
で
き
ま
す
︒

故
障
し
に
く
い

単
純
な
シ
ス
テ
ム
構
成
の
た
め
比
較
的
故
障

は
少
な
く
な
り
ま
す
︒

ĸ

ň

で
き
な
く
な
る
こ
と
は
？

村
内
無
料
電
話︵
通
称
８
電

話
︶が
使
え
な
く
な
る

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
︒

議
会
中
継
が
で
き
な
く
な
る

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
配
信
を
検

討
中
で
す
︒

ĸ

ň

い
つ
か
ら
変
わ
る
の
？

各
ご
家
庭
へ
新
た
な
端
末
を

配
布

令
和
３
年
12
月
下
旬
か
ら

新
た
な
端
末
の
運
用
に
移
行

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

　

ః
ࡆ
ℿ⅀
年
⓳
月
よ
り
̯
声
׶
知

८
ಘ
の
運
用
を
開
ڑ
し
、
ඝ
ො
⓳

年
⓲
月
ಘ
で
11
年
と
な
り
ま
す
。

▖
ス
テ
▿
の
డ
守
ܨ
൷
に
ୄ
い
、

ඝ
ො
՝
年
よ
り
Я
器
ֿ
新
に
֦
け

た
Չ
ੰ
を
行
い
、
৴
ਲ਼
時
の
ߌ
ష

伝
ॕ
手
ॼ
が
Π
డ
で
き
る
「
౫
ض

行
ࡇ
ವ
࢖
」
の
ࡈ
୿
工
事
を
ۢ
ڞ

し
て
お
り
ま
す
。

　

Θ
࠼
ध
╤
の
յ
ఐ
受
ߨ
Я
ࡈ
୿

の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
▴
█
ン
֦
け

の
౫
ض
ア
プ
リ
▐
ー
▖
◆
ン
の
ࡈ

୿
や
、
ほ
っ
と
メ
ー
ル
ⓢ
さ
る
╡

つ
と
の
ଅ
ߨ
඼
Ԓ
も
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

ඝ
ො
⓳
年
ੇ
は
ե
ك
使
用
し
て

い
る
̯
声
׶
知
८
ಘ
の
ਟ
去
作
業

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

൛
ͦ
と
ご
協
力
を
お
К
い
し
ま
す
。

Ӈ
Ѭ
時
の
ߌ
ష
伝
ॕ
手
ॼ
の
一
つ
と

し
て
、
ض
΄
時
੧
の
ߌ
ష
を
メ
ー
ル

で
お
知
ら
せ
す
る
▔
ー
▲
ス
が
あ
り

ま
す
。
メ
ー
ル
の
࣭
受
ߨ
が
̸
૧
な

Ԓ
ध
ਲ਼
ෝ
⒒
ス
マ
ー
ト
▴
█
ン
⒒
▰

▜
コ
ン
な
ど
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
ਾ
ෙ
̸
૧
で
す
。
╈

╞
、
ご
ਾ
ෙ
お
К
い
し
ま
す
。

ꂁ
⥋
ⰻ
㺁

Ӈ
Ѭ
ঁ
ࠆ
ं
ష
(
ࠞ
定
ࠆ
ੇ
⓳
ʂ

߁
)、
ঁ
ࠆ
৕
૲
ߌ
ష
、
大
৕
૲
ԣ

ష
、
৕
૲
ԣ
ష
、
৕
૲
ট
ʍ
ష
、
ࠆ

ੇ
通
ష
(
ࠆ
ੇ
⓳
ʂ
߁
)、
気
޹
ԣ

ష
(
એ
ఐ
ԣ
ష
、
気
޹
ԣ
ష
)、
村

内
イ
▸
ン
ト
の
中
ڡ
੧
の
ߌ
ష
、
ク

マ
の
目
Ԭ
ߌ
ష
、
道
ස
の
通
行
ڡ
め

ߌ
ష
な
ど

涫
ꐮ
倯
岀

؜
л
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
「
Թ
ಾ
⒒

౾
文
」
を
ӡ
൑
に
し
た
ま
ま
メ
ー
ル

を
࣭
ߨ
し
て
く
だ
さ
い
。(
┉
┊
コ
ー

ド
を
ક
み
܈
る
と
Ϻ
ॣ
に
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
)

ࡶ
り
చ
し
̲
ਾ
ෙ
メ
ー
ル
が
છ
き
ま

す
の
で
、
メ
ー
ル
の
内
容
に
˾
っ
て

౾
ਾ
ෙ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

ⅰⅽↃↁⅯⅷ℻ↁⅯↀↃⅴↃↂↁↃ℺ↄⅷⅺ
⅍ↀⅯⅷⅲⅳⅼ⅀℻ⅹↂⅯⅷↅⅽↀⅹ℻ⅸⅾ

総務課情報防災係

西岡  淳

各
ご
家
庭
に
あ
る

音
声
告
知
端
末
が

変
わ
り
ま
す

担当者の声 ほっとメール＠さるふつ
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中
なかやま

山 喜
き み の り

良功
拓心中学校 3年生。

おばあちゃんの作る料理が

好き。人と話すことが好き

なため、部活では、移動の

バス時間が特に楽しかった

と笑顔。

水
みずぐち

口 孝
こういち

一
1935年３月15日生まれ。

士別市出身。最近の楽しみ

は、老人クラブの集まりで、

会員の方々とお話をするこ

とと笑顔だった。

水口さんは中学校卒業後、夕張市
の建築工務店で大工見習いとして
４年間勤務され、当時猿払村に親
戚が住んでいたことをきっかけに
村へと移住しました。

村に来てからは、清水工業㈱の当
時の社長に声をかけてもらい、芦
野小学校の増設作業の手伝いをし
ていました。冬の時期は吹雪く日
が多く、汽車が止まってしまうこ
とがよくあり、当時住んでいた鬼
志別から現場まで歩いて通ったこ
ともあったなど、大変なこともた
くさんあったが、今ではいい思い
出と語ります。　

昭和 40 年代には建設会社を設
立。会社の設立には、申請が必要
で、承認してもらうために、過去
の活動実績の書類をかき集めてま

とめる作業を行ったそうで、本当
に大変な作業だったが、周りの方々
に支えられながら、何とかやり遂
げることができたと笑顔でした。

猿払村に対しては、昔に比べ一次
産業の機械化が進み、規模も拡大
してきているので、若い人にとっ
てよりやりがいのある仕事に変化
してきたと感じる反面、一次産業
以外の職業が少ないため、若者の
働き先の確保など、村に人が残る
ような環境を作っていってほしい
と話してくれました。

最後に、今後の村を担う若者へ向
けて、「学校生活などを通してでき
た仲間との繋がりをいつまでも大
切にしていってほしい」と語って
くれました。

中山さんは、姉２人がバドミント
ンをやっていた影響で、自身も中
学校からバドミントン部に所属。
部活動では、人に何かを聞くとき
は選択肢を提示して相手が答えや
すくするなど、考えてから話すこ
とを心がけ、人を動かす力が身に
ついたとのことでした。

現在は、合唱委員会に所属し、テ
ナーリーダー、指揮者を務めてい
ます。12 月に行われる定期演奏会
に向けて練習中です。コミュニケー
ション能力を身に着けたいと思っ
ていたこともあったため、合唱委
員会に所属してからは、リーダー
とは何か、リーダーの心得などを
YouTube で学んだそうです。実
際は、男子全員が進んで行動して
くれるので、とてもやりやすいと
話していました。

猿払村の良いところは、ホタテが
美味しいところ。最近は、新型コ
ロナウイルスの影響でお祭りなど
行事が開催されていないので寂し
いとのこと。お祭りで賑わってい
る猿払村が好きなので、早く開催
できるようになってほしいと話し
ていました。

具体的な将来の夢は決まっていな
いので、いつか行きたい学校や夢
が見つかった時のために、今のう
ちに勉強を頑張っているとのこと
でした。

最後にどんな大人になりたいかを
聞くと、「漁師として朝早くから仕
事をし、家族に優しい父や母の姿
を見ていたので、尊敬されるお父
さんになりたい」と笑顔で話して
くれました。

今と未来のインタビュー
時代の立役者と
　　　　未来を担う若者

恵まれた環境に感謝

将来は尊敬されるお父さんに

8 ―

෮ൕ

75px×75px

― 7



Information

ȁܸ঎༆઀ࢷڠːා୆͂ඤඩ಴ୌؚ࣏઀ͅࢷڠ
ͥ͢΂ϋρͼϋ࢐ၠ̦࣐ٛͩͦȂ঱ൺ͉Ȃমஜ
ͅ಺͓̹͈̞ࡽ౷֖͈Ⴄঃ͞අॲ຦͈ત̱ٚͬ
̀Ȃ࢐ၠͬ૬̱̹͛͘ȃඤඩ಴ྦྷ̦׺໡ఆͅ੄
സঌ೿ࠫͬࢡြ̞̹̭̀͂͞3115ාͅ࿻̨ͅؾ
಺֣̱̹̭͂̈́̓Ȃඤඩ಴͂׺໡ఆ͈૬̞̦ࠒ
ȃ̹̱͍͘ڠͬͤ
ȁ঱ൺ͉Ȃຽ౲̞͈̭̈́͂ͥͩ۾Ȃఈ͈ࢷ঱ൺ
အঊ̱̹́ȃ̞̱ͥ́ͭڢ࢐ၠ͈ͬ͂̀͂͜

ȁఽ૤ಎࢷڠˏා୆̦ȂࣞႢ৪ͬ͐ڠ਎ު̱͂
̀Ȃ৬̞̳ఘࣞ͞ࡑႢ৪݃যఘ̹̱̞࣐ͬ͘ࡑȃ
ȁই͛ͅȂཤ٬ൽٚࢌ໛ছ͈ࢷڠ՛্ࢷಿͤ͢Ȃ
໛ছ͉ٚ͂͞ࢌȶ̷͈૽̦̱͕̱̞̭֚̀͂ͬ
੣̢ͥͅࣉȂ̩̱ڢ୆̧ͥͬ঑̢ͥॽমȷ͈͂
დ̦̜̱̹ͤ͘ȃ
ȁ̷͈ࢃȂ৬̞̳ఘ͉́ࡑȂତΓϋΙ͈౲ओ́
֚͜૽̺͂ષ̦̭̦ͥ͂ඳ̱̩Ȃ੩̫̦ຈါͅ
Ȃఘͅਹ͉ͤͬ̾́ࡑȂ݃যఘ͍ڠ̭ͬ͂ͥ̈́
̫Ȃஜ̥̦͙͈উସ̈́ͥͅασΠͬ௡಍̳ͥ̈́
̱̓ȂࣞႢ৪͈ఱ་̯ͬఘ̹̱̱͘ࡑȃ

ȁˎ඾׺̹ͤͩͅۼ໡ఆ໲اऱै຦ജ̦ٳट̯
̱̹ͦ͘ȃఆඤ͈໲ا౬ఘͥ͢͞ͅ૽ࡢȂెȂ
਀ࠝࢥȂ൭ࠝȂৢ૯̈́̓ତఉ̩͈ै຦̦ജা̯
ͦȂఉ̩͈༷̦ြા̱̱̹͘ȃ
ȁ̹͘Ȃ൳ٛા̀ͅ઀ಎڠ୆੥ൽȆْٰജ͜ٳ
ट̯ͦȂ঱ൺ୆ര̦֚୆଼̹̱ैྵ࠼ႁै̦ജ
া̯̱̹ͦ͘ȃ

ȁˍා͐ͤ͂̈́ͥ׺໡ఆઁා͈৽ಫఱ̦ٛ΂ϋ
ρͼῢͅٳट̯ͦȂఆඤ઀ͤ͢ࢷڠˑȆ˒ා
୆˕ྴ̦඾ુ୆ͬڰ೒̲̲̹̭̀ۜ͂͞এ̹̽
̭͂ͬอນ̱̱̹͘ȃ
ȁૣऔ͈ࠫضȂȶ੩̫ࣣ̞ȷͬΞȜζͅ৽ಫอ
ນ࣐̹ͬ̽ஃۅ࿤઀ࢷڠ˒ාȆֵುշ৘̯̦ͭ
ड࿹ਜરͅ஖͊ͦȂ͈́ࢷڠ਎ުͬ೒̲Ȃ৬̞
̳͈ఱ་̯͞δρϋΞͻͺڰ൲̞̺̾̀ͭͅڠ
ఱ̢͈̭͂ͥࣉȂ௖਀͈ၛા̥̈́̽̀ͣͅࡑࠐ
୨̯͞૶୨ͅ୪̳ͥ૤ͬ঵̹̾͛ͅδρϋΞͻ
ͺڰ൲ͅಯ୽̱̹̞͂৽ಫ̱̱̹͘ȃ

歴史を学び、故郷を知る
場日　  10月29日(金)               鬼志別小学校

感性溢れる作品がずらり

日常で感じる想いを発表
場日　  11月５日(金)                村内

高齢者の大変さを疑似体験
場日　  11月12日(金)                拓心中学校

むらのできごと

　  11月６日(土)・７日(日)          生活改善センター場日
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も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
（
家
屋
評
価

実
施
済
み
の
家
屋
は
除
く
）

▼
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
（
賦

課
期
日
）
現
在
に
存
在
し
て
い
る
固
定

資
産
を
課
税
対
象
と
し
、
そ
の
年
の
４

月
か
ら
始
ま
る
年
度
分
に
つ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
新
築
家
屋
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
完
成
の
翌
年
度
か
ら
課
税

さ
れ
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

12
月
は
「
道
村
民
税
の
第
４
期
」
と

「
国
民
健
康
保
険
税
の
第
６
期
」
の
納

期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
振
替
口
座
の
残
高
確
認

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

状
況
な
ど
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
す
。

※
料
金
は
、
入
所
決
定
後
に
保
護
者
に

通
知
し
ま
す
。

▼
給
食
費

　

保
育
料
無
償
対
象
の
３
歳
児
～
５
歳

児
は
、
村
条
例
の
規
定
に
よ
り
月
額

４
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
収

４
７
０
万
円
未
満
相
当
世
帯
及
び
３
人

以
上
同
時
入
所
の
３
人
目
以
降
は
無
料

で
す
。

▼
申
込
期
限

　

令
和
３
年
12
月
24
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

鬼
志
別
保
育
所　

☎
２
‐
３
６
６
６

                                                                                                                                               

▼
家
屋
の
新
築
が
決
ま
っ
た
ら

　

家
屋
（
倉
庫
や
畜
舎
な
ど
住
宅
以
外

の
建
物
も
含
む
）
の
新
築
が
決
ま
っ
た

際
に
は
、
施
工
を
担
当
す
る
建
設
会
社

及
び
完
成
予
定
日
を
住
民
課
税
務
係
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
令
和

３
年
中
に
す
で
に
完
成
し
て
い
る
新
築

家
屋
で
、
未
登
記
の
家
屋
が
あ
る
場
合

短
時
間
の
就
労
は
除
き
ま
す
。)

②
妊
娠
、
出
産

③
児
童
の
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
等
し
て
い
る

親
族
の
介
護
・
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）

⑦
就
学

⑧
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業
訓
練

を
受
け
て
い
る
こ
と

⑨
児
童
虐
待
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

⑩
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

⑪
育
児
休
業
取
得
時
に
、
既
に
保
育
を

利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利

用
が
必
要
で
あ
る
こ
と

⑫
そ
の
他
、
右
記
に
類
す
る
状
態
と
し

て
村
が
認
め
る
場
合

▼
入
所
手
続
き

　

入
所
申
込
書
な
ど
の
用
紙
は
、
鬼
志

別
保
育
所
・
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印
の
う
え
、
鬼
志
別
保
育
所
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
料

【
３
歳
児
～
５
歳
児
】
令
和
元
年
10
月

か
ら
保
育
無
償
化
の
実
施
に
よ
り
、
保

育
料
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

【
未
満
児
・
児
童
ク
ラ
ブ
】
保
護
者
の

村
民
税
額
を
も
と
に
兄
弟
姉
妹
の
入
所

　

令
和
４
年
度
の
保
育
所
及
び
児
童
ク

ラ
ブ
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
予
定
人
数

◎
鬼
志
別
保
育
所
【
１
０
０
名
】

う
ち
、
乳
児
は
生
後
３
ヶ
月
以
上
３

名
、
３
才
未
満
児
は
１
歳
０
ヶ
月
以
上

16
名
を
限
度
と
し
ま
す
。

◎
猿
払
村
児
童
ク
ラ
ブ
【
40
名
】

　

村
内
の
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児

童
を
対
象
と
し
ま
す
。

※
年
齢
は
い
ず
れ
も
令
和
４
年
４
月
２

日
現
在
と
し
ま
す
。

※
就
労
に
よ
り
３
歳
未
満
児
の
保
育
を

希
望
の
方
は
、「
雇
用
（
予
定
）
証
明
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼
入
所
基
準

　

入
所
の
要
件
と
し
て
、
「
保
育
の
必

要
性
の
認
定
」
（
教
育
・
保
育
給
付
認

定
の
申
請
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
就
労
等

　

フ
ル
タ
イ
ム
の
ほ
か
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
、
自
営
業
な
ど
基
本
的
に
す
べ
て
の

就
労
を
含
む
（
１
ヶ
月
48
時
間
以
上
の

労
働
し
て
い
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い

る
こ
と
で
、
一
時
保
育
で
対
応
可
能
な

ऌ
ࣴ
Ǉ
ශ
ཝ
Ǝ
ǀ
　
　
　
　

　
　
　
　
ያ
࿊
Ɓ
ŷ
ǀ
ሑ
ƭ

ฯ
ኃ
૒
ƀ
ƾ

　
　
　
Ⴖ
ৼ
ƣ
ſ
ཐ
ƾ
Ɛ

ᇱ
ࡱ
സ
f
ಋ
ၔ
ǚ
Ȕ
ȁ

ႚ
സ
ᇻ
ആ
Ơ
ƙ
Ź
ƛ
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令
和
３
年
12
月
31
日
（
金
）
か
ら
令

和
４
年
１
月
３
日
（
火
）
ま
で
生
ご
み

の
収
集
は
お
休
み
で
す
。

　

年
始
は
令
和
３
年
１
月
４
日
（
水
）

か
ら
収
集
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

■
住
民
課
生
活
環
境
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
、

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
申
告
書

を
作
成
し
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

又
は
印
刷
し
て
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
多
く
の
方

が
訪
れ
る
確
定
申
告
会
場
で
は
な
く
、

是
非
、
ご
自
宅
で
の
申
告
書
の
作
成
・

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
稚
内
税
務
署

☎
０
１
６
２
‐
３
３
‐
１
１
５
５

情報広場

ペッパーズ ・ ゴースト 

中学校の国語教師 ・ 檀千郷は、

受け持ちの女子生徒から自作の

小説原稿を渡される。 その小説

の中では、 猫を愛する奇妙な二

人組 ・ ネコジゴハンターが大暴

れしていた。 そして檀先生は、

ある条件下で他人の明日の体

験が少しだけ観えるという、 不

思議な力を持っていた。 ネコジ

ゴハンターとは何か。 父の言葉、

悲観と楽観、 猫と野球……、 檀

先生が 「サークル」 に関わるに

つれ、 物語は加速していく。

砂に埋もれる犬

小学校にも通わせてもらえず、

日々の食事もままならない生

活を送る優真。 母親の亜紀は

同棲相手の男に媚びてばかり

だ。 そんな最悪な環境のなか、

優真が虐待を受けているので

はないかと手を差し伸べるコン

ビニ店主が現れる。 ネグレクト

によって家族からの愛を受け

ぬまま思春期を迎えた少年の

魂は、 どこへ向かうのか。

民王

人を凶暴化させる謎のウイル

スに、 マドンナこと高西麗子環

境大臣が感染した。 止まらぬ

感染拡大、 陰謀論者の台頭で

危機に陥った、 第二次武藤泰

山内閣。 ウイルスはどこから

やってきたのか？泰山は国民

を救うべく、 息子の翔、 秘書

の貝原とともに見えない敵に

立ち向かう―！！『民王』 待

望の続編！

ボッチャの大きなりんごの木

ゾウのボッチャは、 自転車が

大好き。 たくさんの仲間と夢

のロードバイクの大会に出場し

ます。 スピードを上げて、 お

い上げていくボッチャ。 ところ

がー。 自身が事故に遭った後、

再び笑おうと決意するに至るま

での心の動きを投影。 ドラマ

の撮影中による自転車事故で

脊髄損傷を負い、 車いす生活

となった著者が絵筆を口にくわ

え、 描き出した絵本。

天の台所

家族の世話をしてくれていた

祖母が亡くなり、父と、天、陽、

光の３きょうだいの生活は荒れ

に荒れた。 料理ができる人が

いないから、 食事は外で買っ

てきた総菜や弁当ばかり。 こ

のままじゃヤバいと感じていた

小６の天は、 ひょんなことから

近所の上村商店の店主、 通称

「がみババ」 から料理を教わ

ることに。

サンタクロースの冬休み

サンタクロースと小人たちは、

世界中の子どもたちにクリスマ

スプレゼントをくばりおえ、 コ

ルバトントリという山の麓にあ

る秘密の村にもどってきまし

た。 12月25日から１月6日ま

では、冬休み！クリスマスパー

ティーや年越しの行事はもちろ

ん、いたずらの日、スキーの日、

雪遊びの日などもあり、 大人

も子どももみんな、 思う存分、

楽しみます。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
南
宗
谷
衛
生
施
設

組
合
へ
納
入
さ
れ
る
手
数
料
（
公
金
）

で
す
。
汲
取
り
の
際
は
、 

必
ず
現
金
で

お
支
払
い
願
い
ま
す
。
な
お
、
お
支
払

い
の
際
に
は
、
組
合
発
行
の
領
収
書
を

受
け
取
り
、
記
入
事
項
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
汲
取
り
に
伺
っ
た
と
き
、
止
む
を
得

ず
諸
事
情
等
で
留
守
に
さ
れ
る
場
合

は
、
近
隣
の
方
に
手
数
料
を
預
け
て
代

理
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
か
、
10
日
以

内
に
委
託
業
者
の
口
座
へ
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
汲
取
り
作
業
能
率
と
安
全
の
た
め
、

汲
取
り
口
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
積
雪
期
に
な
り
ま
す
の
で
、

汲
取
り
口
等
の
除
雪
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

▼
便
槽
に
紙
お
む
つ
・
衛
生
用
品
・
ス

リ
ッ
パ
・
清
掃
用
具
な
ど
、
し
尿
以
外

の
異
物
を
捨
て
ず
、
燃
え
る
ご
み
・
燃

え
な
い
ご
み
に
分
け
、
ご
み
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
汲
取
り
作
業
は
、
12
月
31
日
（
金
）

か
ら
１
月
５
日
（
水
）
ま
で
休
み
に
な

り
ま
す
。　

■
委
託
業
者
（
申
込
先
）

㈱
佐
野
衛
生
舎　

☎
２
‐
３
６
２
２　

◆
令
和
４
年
新
春
消
防
出
初
式
サ
イ
レ

ン
吹
鳴

　

令
和
４
年
１
月
６
日
（
木
）
猿
払
村

役
場
駐
車
場
及
び
役
場
交
流
セ
ン
タ
ー

に
て
、
新
春
消
防
出
初
式
を
挙
行
す
る

予
定
で
す
。
挙
行
の
際
は
、
当
日
午
前

８
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
一
般
の

観
覧
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
ま
た
、
感

染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
開
催
方
法
を
変

更
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
稚
内
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
署
猿

払
支
署　

☎
２
‐
２
１
１
９

　　

年
末
を
控
え
、
例
年
し
尿
の
汲
取
り

は
混
雑
し
ま
す
。
12
月
10
日
（
金
）
ま

で
申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
年
内
に
汲
取

り
を
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
に
申
込
ま

れ
た
場
合
は
、
年
明
け
の
汲
取
り
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
委

託
業
者
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
汲
取
り
手
数
料
は
委
託
業
者
の
収
入

◆
実
施
期
間

【
令
和
３
年
12
月
28
日
（
火
）
～
30
日

（
木
）
の
３
日
間
】

　

年
末
の
忙
し
い
時
期
を
迎
え
ま
し

た
。
火
を
取
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時
期
に

は
、
扱
い
慣
れ
た
火
で
も
、
僅
か
な
油

断
や
不
注
意
で
大
き
な
火
災
に
繋
が
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
ご
家
庭

の
「
火
の
元
」
を
確
か
め
て
、
明
る
い

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
猿
払
支
署
と
猿
払
消
防
団
で

は
、
期
間
中
、
歳
末
警
戒
巡
回
の
実
施

と
サ
イ
レ
ン
（
毎
日
、
午
後
６
時
に
１

回
・
30
秒
間
）
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
住

民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

◆
ス
ト
ー
ブ
周
り
の
安
全
に
関
し
て

　

寒
い
季
節
と
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
を
使

う
頻
度
が
増
え
て
き
ま
す
。
洗
濯
物
な

ど
を
乾
か
す
た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
の
真

上
や
近
く
で
干
す
行
為
は
非
常
に
危
険

で
す
。
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
が
落

ち
て
し
ま
っ
た
ら
火
災
に
つ
な
が
り
大

惨
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
危
険
で
す

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
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伊坂　幸太郎  著桐野　夏生  著
池井戸　潤  著

滝川　英治  作

落合　由佳  作

マウリ ・ クンナス  
著

　

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
現
在
の

雪
」
で
は
、
こ
れ
ら
解
析
積
雪
深
・
解

析
降
雪
量
と
一
緒
に
道
路
等
と
重
ね
合

わ
せ
て
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
除
雪
・
交
通
プ
ラ
ン
策
定
に
も
お

役
立
て
下
さ
い
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
‐
２
３
‐
２
６
７
９

　　

令
和
３
年
10
月
１
日
付
で
、
井
上
勝

敏
氏
が
、
引
き
続
き
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
戦
没
者
遺
族
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

担
当
地
区
の
猿
払
村
、
浜
頓
別
町
、

中
頓
別
町
、
枝
幸
町
に
在
住
の
戦
傷
病

者
の
方
又
は
戦
没
者
ご
遺
族
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
、
相
談
を
受
け
た

り
、
指
導
、
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
直
接
相
談
員
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

▼
相
談
員

　

井
上　

勝
敏
（
浅
茅
野
台
地
在
住
）

■
お
問
合
せ
先　

☎
５
‐
７
０
５
９

　

北
海
道
で
は
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬

を
迎
え
ま
す
が
、
過
去
に
は
暴
風
雪
に

よ
る
死
者
や
車
の
立
ち
往
生
、
交
通
機

関
へ
の
影
響
な
ど
が
度
々
発
生
し
て
お

り
、
宗
谷
管
内
で
も
今
年
１
月
の
暴
風

雪
で
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
延
期
、

道
路
の
通
行
止
め
や
交
通
機
関
の
運
休

等
と
な
り
ま
し
た
。

　

気
象
台
で
は
、
猛
吹
雪
や
吹
き
溜
ま

り
に
よ
る
交
通
障
害
、
暴
風
に
よ
る
重

大
な
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
５

日
前
か
ら
「
早
期
注
意
情
報
（
警
報
級

の
可
能
性
）
」
を
、
２
日
程
度
前
か
ら
「
暴

風
雪
に
関
す
る
気
象
情
報
」
を
、
３
～

６
時
間
程
度
前
か
ら
「
暴
風
雪
警
報
」

を
発
表
し
て
警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

特
に
「
数
年
に
一
度
の
猛
ふ
ぶ
き
」
と

い
う
言
葉
が
あ
っ
た
場
合
に
は
厳
重
な

警
戒
が
必
要
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
解
析
積
雪
深
・
解
析

降
雪
量
を
紹
介
致
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、
ア
メ
ダ
ス
に
よ
る
観
測
が
行
わ

れ
て
い
な
い
地
域
を
含
め
た
１
時
間
ご

と
の
積
雪
・
降
雪
の
面
的
な
状
況
に
つ

い
て
お
お
ま
か
な
分
布
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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みなさんから応募のあった、12 月生まれのお子さんを紹介
します。１歳～６歳までの猿払村に住んでいる子どもが対
象です。Facebookや Instagramから応募ができますので、
お気軽にご応募ください。　　※毎月 15 日が締め切りです

fԑـ૙ඬĀ�ॴૈࡐʂץÿ૙ඬøê

飯田 奏
か な と

音くん (５)

2016 年 12 月 12 日生まれ

保護者 ： 飯田 祐樹さん

■応募方法

①役場への持ち込み
・写真のデータを役場までお持
ちください。

②ＳＮＳからデータ送信
・猿払村公式 Facebook、
Instagram のメッセージ機能
から写真を送ってください。

詳しくは下のＱＲコードにアク
セスください。

「輝くさるふつキッズ」
ご応募お待ちしています！

「まちがいさがし」

まちがいは全部で４ つあるよ！

下の写真を見比べて探してみよう！

※答えは来月号で紹介します。

◎初級

Ｑ１．オス

Ｑ２．奈良公園

Ｑ３．オオカミ

◎中級

Ｑ１．ジビエ

Ｑ２．10 ～ 20 年

Ｑ３．時速 70 ㎞

◎上級

Ｑ１．尖角の数

Ｑ２．白

Ｑ３．利益をもとめ周りが
見えなくなること

先月号の答え

猿払村の小中学生が選ぶ

イチゴ名前総選挙！

名前

応募者名 夢童子さん

（きたぽむむ）
北ポムム

６月から募集していた「さるふつイ

チゴ（仮）」の名前は、応募総数 816

件の中から３つの候補まで村で選定

しました。３つの候補で行った村内

小中学校に通う全児童生徒による「イ

チゴ名前総選挙」投票で「さるふつ

産イチゴ」の名前が決定しました。

北海道の北に位置す
ることから「北」、ポ
ムムはラテン語で「果
実」を表す響きから
「ポムム」を選んだ。

名前の由来

結果発表

14 ― ― 13
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日 付 予　　定 時 間 場　　所

1 水 子育て講座「クリスマスのお花」 10:00 農村環境改善センター

４種混合ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

2 木 ちびっこ広場Ａ 10:00 農村環境改善センター

ヘルスアップ教室 12:30 保健福祉総合センター

3 金 ぐうちょきぱあの会 10:00 農村環境改善センター

麻しん・風しん混合ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

6 月 エアロビ教室 10:00 保健福祉総合センター

7 火 すやすや広場Ａ 10:00 農村環境改善センター

ロタウイルスワクチン予防接種 15:00 村国保病院

8 水

ちびっこ広場Ｂ 10:00 農村環境改善センター

移動図書館車「なかよし号」巡回
12:30 浅茅野台地

13:05 浅茅野小学校

けんこう運動教室（ころばん運動教室） 13:00 保健福祉総合センター

けんこう運動教室（はつらつ運動教室） 14:00 保健福祉総合センター

ヒブ・小児肺炎球菌ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

9 木 すやすや広場Ｂ 10:00 農村環境改善センター

10 金
ぐうちょきぱあの会 10:00 農村環境改善センター

水痘ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

13 月 ヘルスアップ教室 9:30 保健福祉総合センター

ちびっこ広場Ａ 10:00 農村環境改善センター

14 火

すやすや広場Ａ 10:00 農村環境改善センター

移動図書館車「なかよし号」巡回
10:00 知来別小学校

12:50 浜鬼志別小学校

ＢＣＧワクチン予防接種 15:00 村国保病院

15 水 移動図書館車「なかよし号」巡回
11:15 狩別

13:20 鬼志別小学校

４種混合ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

17 金
ぐうちょきぱあの会 10:00 農村環境改善センター

ゆっくり栄養教室 11:00 保健福祉総合センター

Ｂ型肝炎ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

20 月 ヘルスアップ教室 9:30 保健福祉総合センター

ちびっこ広場Ｂ 10:00 農村環境改善センター

21 火 すやすや広場Ｂ 10:00 農村環境改善センター

日本脳炎予防接種（3歳～7歳6ヶ月対象） 15:00 村国保病院

22 水
けんこう運動教室（ころばん運動教室） 13:00 保健福祉総合センター

けんこう運動教室（はつらつ運動教室） 14:00 保健福祉総合センター

ヒブ・小児肺炎球菌ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

23 木 男の栄養教室 11:00 保健福祉総合センター

24 金
ぐうちょきぱあの会 10:00 農村環境改善センター

いきいき栄養教室 10:30 保健福祉総合センター

Ｂ型肝炎ワクチン予防接種 15:00 村国保病院

28 火 歳末警戒（理事者激励巡視・全村） 19:00

29 水
歳末警戒 19:00

30 木

● むらのうごき
　  令和３年11月１日現在（ ）内は前月比

世帯 男性 女性 人口

1,247世帯
（－２世帯）

1,296人
（±０人）

1,357人
（－１人）

2,653人
（－１人）

戸  籍  の  窓  口
10月15日～11月14日までの届出
個人情報保護のため、本人・ご家族の希望があったものを
掲載しています。（敬称略）

● ご寄附・・・ 善意をありがとうございます

村外の方から1,102件のふるさと寄附がありました。

● お悔やみ申し上げます
氏　名 年齢 住　所

伴　清榮 87歳 浜鬼志別
前田　美枝子 97歳 浜猿払

東　伸悦 78歳 知来別
小松　孝吉 87歳 浜鬼志別

食の足跡  Vol.31

　

皆
さ
ん
は
、
猿
払
村
の
栽
培
調
査

事
業
に
て
収
穫
さ
れ
た
イ
チ
ゴ
を
行

っ
て
い
る
イ
チ
ゴ
を
使
用
し
た
、
新

商
品
が
誕
生
し
た
こ
と
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
今
回
は
、
猿
払
産
イ
チ
ゴ

を
使
用
し
た
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
を
紹
介

し
た
い
。

　

こ
の
ジ
ャ
ム
は
、
笠
井
旅
館
女
将

の
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
自
慢
の

商
品
。
甘
さ
控
え
め
の
ジ
ャ
ム
で
、

イ
チ
ゴ
の
果
肉
を
贅
沢
に
使
用
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
甘
さ
の
中
に
イ
チ

ゴ
本
来
の
酸
味
も
感
じ
ら
れ
る
、
さ

っ
ぱ
り
と
し
た
甘
酸
っ
ぱ
い
味
わ
い

と
イ
チ
ゴ
の
香
り
が
特
徴
だ
。
ト
ー

ス
ト
に
乗
せ
て
食
べ
る
の
が
お
ス
ス

メ
で
、
サ
ク
ッ
フ
ワ
ッ
と
し
た
ト
ー

ス
ト
と
甘
酸
っ
ぱ
い
ジ
ャ
ム
は
相
性

が
抜
群
。
そ
こ
に
さ
る
ふ
つ
牛
乳
を

合
わ
せ
る
と
も
う
た
ま
ら
な
い
。

　

ま
た
、
ト
ー
ス
ト
以
外
に
も
、
ヨ

ー
グ
ル
ト
に
か
け
る
ソ
ー
ス
な
ど
に

ぴ
っ
た
り
で
、
様
々
な
味
わ
い
方
が

あ
る
の
も
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
は
、
笠
井
旅
館
と
ま
る
ご
と

館
に
て
販
売
中
。
今
後
は
、
イ
チ
ゴ

プ
リ
ン
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
山
ぶ
ど

う
を
使
用
し
た
ジ
ャ
ム
も
販
売
す
る

予
定
だ
。
ぜ
ひ
購
入
し
て
、
猿
払
産

ジ
ャ
ム
を
味
わ
っ
て
み
て
ほ
し
い
。

真っ赤に実り、収穫された猿払イチゴパッケージで猿払産をアピール

果肉がゴロゴロ！贅沢イチゴジャム

猿払果実　イチゴジャム

【内容量】140ｇ

【販売額】 850円（税抜）

【販売店】

笠 井 旅 館　☎2-3628

まるごと館　☎4-7780

15 ― ― 14



　雪がチラホラと降り始め、本格的な冬が到来

しようとしています。さて、冬といえば『鍋』

ですよね。ご家庭によって入れる具材や味付けなど様々だと思

います。私が一番好きな鍋は、なんと言っても『みぞれ鍋』。我

が家のみぞれ鍋は、大根おろしたっぷりと鳥肉団子がふんだん

に入っており、長ネギや水菜などの野菜もたくさん入っていま

す。ところで、みなさんは、鍋を食べる時に白米を食べる派で

すか？それとも食べない派ですか？ちなみに私は、鍋もおかず

としてお米を食べる派です。取り分けた鍋を熱々のうちに口へ

運び白米を頬張る。たまらないです。現在、村の施設園芸栽培

事業で、冬の鍋にぴったりな「春菊や水菜」などを育てています。

Ｑマート猿払店でも販売していますので、ぜひみなさん一度ご

賞味いただけると嬉しいです。猿払村の寒い冬をさるふつ産野

菜でいっぱいの熱々な鍋を食べて乗り切りましょう！　　〔Ｋ〕

時事雑感

浅
茅
野
小
学
校
６
年
生

　
羽
鳥

杏
実

第 19 回

　

羽
鳥
さ
ん
は
、
11
月
５
日
に

行
わ
れ
た
猿
払
村
少
年
の
主
張

大
会
(
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
)
で
、

日
常
生
活
を
通
じ
て
感
じ
た
こ

と
や
思
っ
た
こ
と
を
発
表
し
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

主
張
し
た
内
容

　

羽
鳥
さ
ん
が
主
張
し
た
テ
ー

マ
は
「
助
け
合
い
」
で
す
。

　

小
学
２
年
生
の
頃
に
、
自
分

が
乗
っ
て
い
た
バ
ス
に
車
い
す

の
人
が
乗
っ
て
き
ま
し
た
。
運

転
手
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
ま
し

た
が
、
乗
る
ま
で
に
は
ス
ロ
ー

プ
を
使
っ
た
り
、
専
用
器
具
で

車
い
す
を
固
定
し
た
り
と
時
間

が
か
か
っ
た
の
で
「
遅
い
な
」

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
考
え
を
変
え
た
き
っ

か
け
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
小
学
５
年
生
の

頃
に
、
授
業
で
初
め
て
車
い
す

に
乗
っ
た
時
。
腕
は
疲
れ
る
し
、

机
の
間
は
通
れ
な
い
こ
と
を
体

験
し
、
初
め
て
車
い
す
の
大
変

さ
に
気
づ
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
道
徳
の
学
習
の

中
で
、
黒
柳
徹
子
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
知
っ

た
時
。
体
の
不
自
由
な
方
の
た

め
に
活
動
す
る
姿
が
素
敵
だ
と

思
い
、
自
分
も
た
く
さ
ん
の
人

に
優
し
く
し
て
喜
ば
せ
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
で
き
ご
と
を
通

し
、
過
去
に
車
い
す
の
人
に
対

し
て
「
遅
い
」
と
思
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
い
ま

す
。
自
分
が
車
い
す
の
人
の
立

場
だ
っ
た
ら
、「
早
く
し
な
い
と
」

と
焦
っ
て
し
ま
う
の
で
、
当
事

者
の
気
持
ち
を
考
え
て
、
周
り

が
温
か
く
見
守
っ
た
り
、
手
伝
っ

た
り
す
る
べ
き
だ
と
思
い
な
お

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
体
の
不
自
由

な
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ

れ
に
限
ら
ず
に
「
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
、
ど
ん
な
に
小
さ

な
こ
と
で
も
助
け
て
あ
げ
た
い
」

誰
に
で
も
優
し
く
親
切
に
接
す

る
心
を
持
つ
た
め
に
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

助
け
合
い
は
、
相
手
の
立
場

に
な
っ
て
み
て
考
え
る
こ
と
が

何
よ
り
重
要
で
す
。
皆
さ
ん
も

助
け
合
い
に
つ
い
て
考
え
て
み

て
下
さ
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

羽
鳥
さ
ん
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
こ
の
主
張
を
聞
い
た
人
に
ど

ん
な
こ
と
を
感
じ
て
ほ
し
い
か

　

今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
よ
り
、

相
手
を
思
い
や
る
こ
と
が
大
事

だ
と
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

―
最
近
行
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

自
治
会
の
交
流
セ
ン
タ
ー
を

全
校
児
童
で
掃
除
し
ま
し
た
。

協
力
も
で
き
た
し
、
感
謝
も
さ

れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

―
大
会
で
気
を
付
け
た
こ
と

　

内
容
を
覚
え
て
、
な
る
べ
く

作
文
用
紙
を
見
ず
、
カ
メ
ラ
を

見
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

一
番
伝
え
た
い
と
こ
ろ
は
声
を

大
き
く
す
る
な
ど
強
弱
を
つ
け

る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

羽
鳥
杏
実
さ
ん

浅
茅
野
小
学
校
６
年
生
。

児
童
会
長
。
最
近
は
編
み

物
に
ハ
マ
っ
て
い
て
、
ヘ

ア
バ
ン
ド
や
帽
子
を
作
っ

て
い
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
に

家
族
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
予
定
。

focusfocus

助
け
合
い
は
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
が
重
要
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